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様式４ 

令和２年度（第１１回） 

富士見市総合計画審議会 

議事録 

日  時 令和２年１０月２８日（水） 
開会 午後７時００分 
閉会 午後８時２０分 

場  所 富士見市役所１階 全員協議会室 

出 席 者 

委 員 

今井会長 三上副会長 小寺委員 小林委員 寺田委員 

○ ○ ○ 〇 ○ 

中委員 仲田委員 山本委員 横山委員 吉原委員 

〇 欠席 〇 ○ 〇 

渡辺委員     

〇     

事務局 
総合政策部 水口部長 
政策企画課 濱島課長、斎藤副課長、甲佐主査、鈴木主任 

公 開 ・ 
非 公 開 

公開（傍聴者０名） 

議 題 

１ 市長あいさつ 

 

２ 開 会 

 

３ 会長あいさつ 

 

４ 審議事項 

(1)パブリックコメントの結果について 

(2)第 6 次基本構想・第 1 期基本計画等の案について 

(3)答申について 

(4)その他 

 

５ 総合政策部長あいさつ 

 

６ 閉 会 
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議 事 内 容（要 旨） 

 

１ 市長あいさつ   星野市長 

 

２ 開  会     政策企画課長 

 

３ 会長あいさつ   今井会長 

 

４ 審議事項 

 

会 長：（1）パブリックコメントの結果について、事務局から説明を求めます。 

 

事務局：（事務局説明 約２５分） 

 

委 員：パブリックコメントによる意見の提出件数は３３件とのことであるが、意

見提出方法がホームページ４人、直接持参が１人となっている。他はどの

ような提出方法で意見が提出されたのか。 

事務局：意見の提出件数としては３３件となっているが、提出者は５名となってい

る。１名の提出者から多数の意見をいただいたものである。 

 

委 員：意見番号１１について、避難行動要支援者を５年後までに２５名を増やす

とのことであるが、避難行動要支援者登録制度については、民生委員と地

域の町会が連携して、毎年、対象となる方を訪問している。今年度は、新

型コロナウイルス感染症の影響から、訪問することができない状況となっ

ているが、対象となる方の寝室の位置や服用している薬の状況などを把握

し、更新を行っている。 

服用している薬の種類を把握することはできるが、要支援者の服用してい

る薬を記載した様式では、必要である薬を処方できない状況である。 

処方できない薬を把握するだけでは、十分ではないと感じるが、様式の変

更など検討は行っているのか。 

事務局：本制度の様式を用いて薬の処方は法律などの制度上困難であると思うが、

服用している薬を把握することで、持病等の把握に役立っているものと思

われる。その様式があることにより、対象となる方へのフォローにつなが

ることも考えられる。ただし、ご指摘のとおり薬を処方できないとの課題

もあるので、担当課にご指摘の内容については報告をしたい。 

委 員：本制度に登録されている方の中には、登録することで自分が一番に助けて

もらえると思っている方もいる。しかしながら、現状は、協力者自身の安

全を確保（自助）したうえで、要支援者の救助・支援を行うこととなる。

また、例えば、隣にけが人がいたりする場合は、その人をおいて支援に向

かうことはできない。どのような考え方で制度が作られたのか、国から指

示により作られた制度と思うが疑問を感じてしまう。 

会 長：担当課へ意見を伝え、回答できるようであれば委員に回答をお願いする。 
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委 員：意見番号２９の就労について、現状は、新型コロナウイルス感染症による

影響は大きいものとなっている。社会福祉協議会において実施している生

活支援のための貸し付け相談の中で、相談者からの話を聞くと、新型コロ

ナウイルス感染症が流行する前に戻るのは、かなり時間がかかると感じる。

それらに対する支援も、市ではいろいろ考えてくれていると思うが、働く

場所がないなどの現状がある。ふるさとハローワークも耐震の影響で移転

する可能性があると聞いているが、市民が相談に行ける場所を増やすなど、

この数年の計画では手厚く対応していくことにすれば、市民は安心すると

思う。 

事務局：新型コロナウイルス感染症の影響により、市民生活に変化があるとのこと

は市でも認識している。就労に限らず、危機管理の中で感染症対策をしっ

かりと取り組んでいくものとしている。市長からも、目の前の課題に対し

迅速に対応することと指示を受けている。柔軟に対応できるように努めて

いく。 

委 員：意見番号３０について、危機管理の防災についてお願いしたい。昨年の台

風１９号の際に、小学校の避難所に避難活動に協力したが、多くの避難者

が押し寄せ、避難所に入りきらない状態になったとき、別の避難所へ行っ

ていただくことになるが、その場所がわからない人がいた。避難所の場所

が容易にわかる案内図を作成するなど、対応をお願いしたい。 

委 員：台風１９号での課題を踏まえ、市で次の避難所へのマップを用意してもら

うことも考えられる。 

委 員：１２月にまちづくり協議会で防災訓練があり、段ボールベットの作り方な

どを行うと聞いた。町会長が参加して、その町会長が町会に教えていくと

聞いたが、なかなか広がらず、足踏みをしているような感じがしてしまう。

早く多くの人に情報を伝えてもらいたい。 

委 員：１２月に水谷小学校で防災訓練が実施される。体育館や教室を使用して行

う予定となっている。今回の防災訓練には、５５町会の町会長が全員参加

する。今回の実施する際の課題を踏まえ、良いやり方を試行錯誤し、その

他の学校区でも開催すると町会長連合会で話も出ている。 

台風１９号での課題を踏まえ、市で次の避難所へのマップを用意してもら

うことも考えられるし、実際に防災訓練を通じて様々な意見も出ると思う。

市と町会とまちづくり協議会が協働して防災訓練に取り組んでいく。 

会 長：担当課へ報告をお願いする。 

 

会 長：（2）第６次基本構想・第１期基本計画等の案について、説明を求めます。 

 

事務局：（事務局説明 約３分） 

 

  （意見・質疑なし） 

 

会 長：(3)答申について、説明を求めます。 

 

事務局：（事務局説明 約１分） 
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  （意見・質疑なし） 

 

会 長：(4)その他について事務局から何かありますか。 

 

事務局：特にありません。 

 

会 長：それでは、本日が最後の審議会になりますので、各委員から最後に一言お

願いします。 

 

（各委員より一言） 

 

 

５ 部長あいさつ   総合政策部長 

 

６ 閉  会     政策企画課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


